
Pick up

おごせ
教育

本
年
度
も
全
教
職
員
で
す
べ
て

の
児
童
へ
指
導
・
支
援
を
行
い
、二

百
三
十
八
名
の
「
子
ど
も
た
ち
一

人
一
人
が
輝
い
て
い
る
学
校
」
を

目
指
し
、
日
々
の
教
育
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
校
の
学
校
教
育
目
標

○
す
す
ん
で
学
び
合
う
子

○
仲
よ
く
助
け
合
う
子

○
元
気
に
や
り
ぬ
く
子

○
す
す
ん
で
学
び
合
う
子

学
習
規
律
を
大
切
に
し
、読
み
・

書
き
・
計
算
等
、
全
て
の
学
び
に

主
体
的
に
取
り
組
む
児
童
を
育
成

し
ま
す
。

「
自
力
解
決
」「
対
話
的
活
動
」の

時
間
を
と
る
こ
と
で
、
児
童
の
学

び
を
深
め
、
授
業
の
最
後
に
は
一

時
間
の
授
業
で
何
を
学
ん
だ
の
か

振
り
返
り
を
行
い
ま
す
。

○
仲
よ
く
助
け
合
う
子

「
お
ご
せ
ハ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
「
体
験
学
習
の
充
実
」
を

図
り
ま
す
。

「
お
ご
せ
ハ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
「
思
い
や
り
の
心
」「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
心
」「
静

の
心
」
を
育
成
し
、
ど
の
児
童
に

と
っ
て
も
居
心
地
の
良
い
居
場
所

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

「
体
験
学
習
の
充
実
」で
は
、
町

の
資
源
を
活
用
し
た
森
林
体
験
学

習
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
梅

園
小
と
の
小
小
連
携
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

○
元
気
に
や
り
ぬ
く
子

体
育
の
授
業
、
業
間
休
み
や
昼

休
み
の
外
遊
び
の
充
実
を
通
し

て
、
運
動
好
き
な
児
童
の
育
成
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

何
事
に
も
あ
き
ら
め
な
い
心
の

育
成
等
、
困
難
を
乗
り
越
え
ら
れ

る
児
童
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

本
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

おごせっ子広場
町内の小中学校や町の行事
等に参加するこどもたちを写
真で紹介するコーナーです。

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が

輝
い
て
い
る
学
校

越
生
小
学
校

４月２４日（金）に、新年度にな
って初めての避難訓練を行いまし
た。今回の訓練は、地震が起きた
後、火災が発生したという想定で
した。児童は、地震発生の放送を
聞くと素早く机の下にもぐりまし
た。また、火災発生の放送と同時
に、ハンカチを口に当て、煙を吸わ
ないようにしながら、校庭にあわ
てずに避難することができました。

越 生 小 学 校

４月２４日（金）に、１年生が部
活動に本入部しました。中学校生
活の中で自分自身を大きく成長さ
せることができる部活動が、いよ
いよスタートです。仲間とともに
切磋琢磨しながら、多くのことを
学びましょう。

越 生 中 学 校

４月２４日（金）に、全校児童で
の「なかよし遠足」に出かけてき
ました。１年生から６年生を７つ
の縦割り班に分け、弘法山～上谷
農村公園を巡りました。入学した
ばかりの１年生も一生懸命に歩
き、公園ではみんなで楽しく遊ぶ
ことができました。

梅 園 小 学 校

（黒山展望台にて行った
植樹体験の様子）
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町
で
は
令
和
４
年
度
か
ら
、
文

化
庁
の
文
化
芸
術
振
興
費
補
助
金

（
地
域
文
化
財
総
合
活
用
推
進
事

業
（
地
域
伝
統
行
事
・
民
俗
芸
能

だ

し

等
））
の
交
付
を
受
け
て
、
山
車

は
や
し

し

し

（
町
指
定
文
化
財
）、
囃
子
・
獅
子

ま
い

さ
と
か
ぐ
ら

舞
・
里
神
楽
用
具
な
ど
の
民
俗
文

化
財
の
保
存
修
理
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
令
和
６
年
度
か
ら
は
、

「
越
生
の
宝
文
化
遺
産
磨
き
上
げ

事
業
」
と
し
て
、
自
己
負
担
額
の

一
部
補
助
、
自
己
立
替
額
の
一
時

貸
付
金
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
事
業

１

河
原
町
山
車

昭
和
１２
年（
１
９
３
７
）に
、
東

み
や
ち
ょ
う

京
神
田
の
「
宮
長
」
に
よ
っ
て
建

造
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
に

山
車
本
体
の
修
復
を
完
了
し
て
い

た
た

ま
す
。
雨
に
祟
ら
れ
た
令
和
６
年

の
越
生
ま
つ
り
で
傷
ん
だ
、
小
太

鼓
２
個
の
両
面
の
皮
を
、
７
年
度

に
張
替
え
修
理
し
ま
し
た
。

２

仲
町
山
車

昭
和
２９
年
（
１
９
５
４
）
の
新

て
つ

造
で
、
東
京
神
田
の「
だ
し
鉄
」が

な
が
た
に
た
け

設
計
し
、
越
生
町
上
野
の
長
谷
竹

ま
つ松
棟
梁
が
施
工
し
ま
し
た
。
令
和

４
年
度
と
６
年
度
で
山
車
本
体
の

修
復
を
終
え
、
７
年
度
は
破
損
し

な
が
ど
う
だ
い
こ

た
長
胴
太
鼓
（
大
太
鼓
）
の
両
面
、

小
太
鼓
１
個
の
片
面
の
皮
の
張
替

え
修
理
を
行
い
ま
し
た
。

３

本
町
山
車

大
正
８
年（
１
９
１
９
）、
東
京

か
め
さ
く
さ
い
れ
い
ど
う
ぐ
せ
い
さ
く
じ
ょ

神
田
の「
亀
作
祭
禮
道
具
製
作
所
」

の
建
造
で
す
。本
体
の
修
理
は
、令

和
４
年
度
に
完
了
し
て
い
ま
す
。

じ
ん
む

７
年
度
は
山
車
人
形
神
武
天
皇
の

は
り
こ

胴
体（
張
子
）、
両
手
、
弓
矢
、
剣
、

き
ん
し
金
鵄
を
修
理
し
ま
し
た
。ま
た
、山

車
に
付
設
す
る
小
太
鼓
枠
も
復
元

修
理
し
ま
し
た
。

４

黒
岩
町
山
車

明
治
４２
年
（
１
９
０
９
）
に
熊

谷
の
鎌
倉
町
か
ら
購
入
し
た
山
車

み
や
も
と

ぼ
た
ん

し

で
す
。「
宮
本
」の
牡
丹
文
字
が
刺

し
ゅ
う

か
ざ
り
ま
く

繍
さ
れ
た
飾
幕
は
令
和
４
年
度
の

復
元
新
調
で
す
。
７
年
度
は
本
体

こ
う
ら
ん

ひ
き
づ
な

の
下
段
高
欄
部
分
と
、
曳
綱
を
取

な
が
え

付
け
る
轅
を
修
理
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
事
業

１

新
宿
町
山
車ぶん

床
下
の
部
材
に
文

せ
い政

１０
年（
１
８
２
７
）

す
み
が

の
墨
書
き
が
あ
る
、

越
生
町
で
は
最
古
の

山
車
で
す
。
八
王
子

の
山
車
と
し
て
建
造

さ
れ
、
当
初
は
台
座

に
乗
っ
た
人
形
が
屋

根
上
に
立
ち
上
が
る
型
式
で
し

お

そ

き

た
。
小
曽
木
（
現
青
梅
市
）
も
し

く
は
金
子
（
現
入
間
市
）
か
ら
大

正
１３
年
（
１
９
２
４
）
に
購
入
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和

は
こ
む
ね

り
ゅ
う

８
年
度
に
屋
上
の
箱
棟
と
龍
・
波
・

雲
の
彫
刻
の
修
理
を
実
施
し
、
本

体
の
修
復
工
事
が
完
了
し
ま
す
。

２

本
町
山
車

近
年
見
つ
か
っ
た
竣
功
時
の
貴

重
な
写
真
を
元
に
、
建
造
当
初
の

飾
幕
を
復
元
新
調
し
ま
す
。

３

上
野
獅
子
舞
保
存
会

ひ
が
し
や
ま

東
山
神
社
の
獅
子
舞
（
町
指
定

し

し
が
し
ら

お
お
じ

文
化
財
）
の
獅
子
頭
３
頭
（
大
獅

し

ち
ゅ
う
じ

し

め

じ

し

子
・
中
獅
子
・
女
獅
子
）に
つ
い

て
、
ひ
び
割
れ
て
い
る
目
、
脱
落

し
て
い
る
毛
、
内
側
の
竹
カ
ゴ
と

〝
あ
て
〞
の
修
補
を
行
い
ま
す
。

本町山車人形「神武天皇」（修理後）

竣功時の本町山車（亀作祭禮道具製作所前）

越生の宝文化遺産
磨き上げ事業

No.208
越生浪漫

新宿町山車（令和6年4月21日撮影）

黒岩町山車（令和8年5月3日撮影）

東山神社の獅子舞の獅子頭（現況）

河原町山車（上）・仲町山車（下）

21


